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兵法彩、大塚彩美

本日の内容 2

◆地域資源の活用
- 生ごみ分別の状況調査
- メタン発酵ガス化施設の設置状況

◆先進事例の紹介
- 真庭方式（バケツで生ごみ分別＋液肥）の先行地域

福岡県大木町／福岡県みやま市

◆脱炭素化への効果と課題
- 温室効果ガス排出量（GHG排出量）など
- 循環型社会の形成に向けて



地域資源の活用
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地域資源の活用：バイオマスの例 4

バイオマス利活用システムの特徴

 原料種(単種/混合)：他種多様

・収集方法の検討が必要

 変換技術

・原料種／利用用途で構成が変化

 利用用途：選択肢が多数

・需要とのマッチング

輸送用
燃料

熱

電力

肥料・
飼料

廃棄物系
厨芥類

家畜排泄物
下水汚泥

未利用系
間伐材
林地残材

資源作物
さとうきび
なたね

生物的変換
• メタン発酵
• エタノール発酵

物理・化学的変換
• 直接燃焼
• ディーゼル生産
• 堆肥化
• 飼料化

など

バイオマス施設の課題

• 継続運用のための原料確保と生産物・副産物の活用

生ごみの確保
→市民による適切な排出／分別への協力



生ごみ分別状況の調査 5

引用：真庭市環境課の資料から

全自治体のホームページの分別指示をもとに、家庭のごみ分別
状況を調査

 2023年秋～2024年5月

 分別の種類を抽出し、

生ごみ分別の有無を調査

 生ごみ分別されている地域

を対象に、分別した生ごみ

の処理・活用方法を調査

住民が一般に目にする情報
（分別収集カレンダーの広報等）
を対象とした
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北海道滝川市

◆事務組合が保有するメタン発酵施設で複数地域の生ごみを処理

◆メタン発酵ガス化発電と堆肥化を実施

愛知県豊橋市（37万人、2017年）

◆生ごみを有料袋で回収し、下水汚泥、し尿などをメタン発酵処理

◆メタン発酵ガス化発電と炭化燃料生産を実施

福岡県大木町（1.4万人、2006年）／同みやま市（3.8万人、2018年）

◆生ごみをバケツで分別回収し、し尿・浄化槽汚泥と共に

メタン発酵処理／液肥化

◆どちらも「ゼロ・ウェイスト宣言」を実施

鹿児島鹿児島市（60万人、2022年）

◆生ごみ分別なしで焼却炉ピットから

メタン発酵槽へ投入

◆バイオガスを精製し都市ガス燃料として利用

生ごみを活用している施設の多様化

引用：逗子市生ごみ分別実証時の様子



先進事例の紹介
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大木町の取り組み：市民への広報 9

令和6年3月 環境課から全戸へ
「社会を変える 未来につなぐ」

なぜ、ゼロウェイストを目指すのか

• 取り組みの経緯

• 循環事業に込められた理念

• 大木町が確立した循環システ

ムの概要

• 当時を知る人たち

• 後世へとつなぐ取り組み

• 「捨てる」から「ゆずる」へ

• 資源ごみ分別ガイド

• 資源ごみの行方



大木町の循環システム 10

大木町「社会を変える 未来につなぐ」から引用

家庭ごみ収集量の推移 11

大木町「社会を変える 未来につなぐ」から引用

2006年11月 生ごみ分別開始後
• 燃やすごみが大きく減少、その他資源ごみ分別も加速
• 埋立処理量が激減、
• リサイクル率64.7%（R3実績） 、現在は28種45分別



資源ごみの行方 12

大木町「社会を変える 未来につなぐ」から引用

大木町・環境プラザの取り組み 13

大木町環境プラザホームページから引用



市民の声・気づき 14

（家族で移住、就農した方）
ごみを見ると色々なことがわかる。仕事が忙しくなると、
プラスチックごみ（弁当類）が増える。それを見て、「あぁ
少し余裕をなくしているな」と気づく。
ごみの減量化だけではなく、生活の質を家族全体で見
直す機会を持てた。

（町民ガイドを務める方）
最初は緊張して一方的に話していたが、今
は訪問者の地域のことを調べたりもする。
環境以外にもさまざま取り組んでいて刺激

をもらえる。世界が広がった。

（液肥を利用している農家さん）
稲の病気に対して使用した化学農薬で緊急搬送された
経験がある。。。人にも環境にもいい農業をやってみた
い、でも有機肥料は高くて手が出なかった。。。町の人
が分けてくれた生ごみから安全な肥料を使えて本当に
感謝。

大木町「社会を変える 未来につなぐ」から抜粋

地域循環の拠点として 15
BIN 第142回研究会 大木町資料から引用



道の駅 おおき デリ＆ビュッフェくるるん 16

道の駅 おおき https://ookimichieki.com/restaurant/ から引用

みやま市 ルフラン 17
ルフラン パンフレットから引用



環境大臣賞 優秀賞 福岡県みやま市
「地域資源を活かした資源循環のまちづくり」
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地域循環共生圏の理念を具現化する取り組み

• バイオマスセンターを拠点にした循環のまちづくり
• 再生可能エネルギー活用の模索からの発展
• ごみ焼却などとのコストメリットを創出
• 生ごみ分別を通じて暮らしの「当たり前」を変革

環境省 https://www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/goodlifeaward/report201903-miyamashi.html

脱炭素化への効果と課題

19



みやま市温室効果ガス排出量 20

「みやま市地球温暖化対策実行計画」 事務事業編データから引用

みやま市温室効果ガス排出量2020年度の内訳21

「みやま市地球温暖化対策実行計画」 事務事業編データから引用



バイオマスセンター稼働によるCO2削減効果 22

「みやま市地球温暖化対策実行計画」 事務事業編データから引用

（再掲）地域資源の活用：バイオマスの例 23

バイオマス利活用システムの特徴

 原料種(単種/混合)：他種多様

・収集方法の検討が必要

 変換技術

・原料種／利用用途で構成が変化

 利用用途：選択肢が多数

・需要とのマッチング

輸送用
燃料

熱

電力

肥料・
飼料

廃棄物系
厨芥類

家畜排泄物
下水汚泥

未利用系
間伐材
林地残材

資源作物
さとうきび
なたね

生物的変換
• メタン発酵
• エタノール発酵

物理・化学的変換
• 直接燃焼
• ディーゼル生産
• 堆肥化
• 飼料化

など

バイオマス施設の課題

• 継続運用のための原料確保と生産物・副産物の活用

生ごみの確保
→市民による適切な排出／分別への協力



24
地域資源の循環する社会へ

市民による適切な排出／分別が循環型社会の形成へ

大木町「社会を変える 未来につなぐ」から抜粋


